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ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル

五
世
に
よ
る
嫡
出
承
認
書

〔
要
旨
〕
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
父
で
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
の
宮
廷
薬
剤
師
で
あ
っ
た
ア
ン
ド
リ
エ
ス
・
フ
ァ
ン
・
ヴ
ェ
セ
ー

レ
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
侍
医
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
・
フ
ァ
ン
・
ヴ
ェ
セ
ー
レ
の
非
嫡
出
子
で
あ
っ
た
が
、
一
五
三
一
年
、

皇
帝
に
よ
っ
て
嫡
出
と
認
定
さ
れ
た
。
嫡
出
承
認
書
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
の
承
認
書
を
翻

訳
し
、
そ
の
内
容
を
知
ろ
う
と
試
み
た
。

こ
の
承
認
書
に
よ
っ
て
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
自
身
が
嫡
出
と
認
定
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
彼
の
後
継
者
が
ア
ン
ド
リ
エ

ス
の
地
位
を
継
承
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
承
認
書
に
よ
っ
て
、
ア
ン
ド
レ
ァ
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
‘
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
家
の
宮
廷
に
代
々
世
襲
職
と
し
て
仕
え
た
家
の
一
員
と
し
て
の
地
位
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
宮
廷
侍
医

と
し
て
の
経
歴
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
、
カ
ー
ル
五
世
、
嫡
出
承
認
書
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（
４
）

バ
ロ
ン
は
、
こ
の
嫡
出
承
認
書
の
原
文
テ
キ
ス
ト
を
著
書
に
掲
載
し
て
い
る
。
原
本
は
王
国
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
た
史
料
を

己
匡
日
○
員
が
編
纂
刊
行
し
、
そ
れ
を
雪
煙
員
①
届
が
引
用
し
た
も
の
を
、
バ
ロ
ン
が
再
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
王
国
公
文
書
館

は
ベ
ル
ギ
ー
王
国
の
そ
れ
か
と
思
う
が
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
支
配
権
は
た
び
た
び
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
カ
ー
ル
五
世
の
フ
ラ
ン
ド

ル
宮
廷
に
お
け
る
公
文
書
が
ど
の
よ
う
に
保
存
さ
れ
て
き
た
か
著
者
に
は
知
識
が
な
く
、
確
実
で
は
な
い
。
君
呂
扇
厨
は
ブ
リ
ュ
ヅ
セ

り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
出
版
後
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
入
り
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
お
よ

び
そ
の
嗣
子
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
に
侍
医
と
し
て
仕
え
た
。
著
者
は
、
第
一
○
五
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
そ
の
経
緯
に
つ
い

て
報
告
し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
入
っ
た
理
由
と
し
て
、
ガ
レ
ノ
ス
解
剖
学
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
、
非
難

（
１
）

に
対
し
て
カ
ー
ル
五
世
に
庇
護
を
求
め
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
そ
の
後
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
世
襲
職
一
家
の
一
人
と
し
て
父
の
跡

（
２
）

を
継
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
参
考
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
、
カ
ー
ル
五
世
に
よ
る

嫡
出
承
認
書
の
内
容
を
検
討
し
た
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
一
家
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
お
よ
び
そ
の
縁
戚
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
家
と
関
係
が
深
く
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
高
祖

父
ペ
ー
テ
ル
、
曽
祖
父
ヨ
ハ
ネ
ス
、
祖
父
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
の
三
代
に
わ
た
っ
て
、
両
家
の
侍
医
と
し
て
勤
め
た
。
し
か
し
父
ア
ン
ド
リ

エ
ス
は
、
祖
父
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ス
ウ
ィ
ン
タ
ー
ズ
の
間
に
生
ま
れ
た
庶
子
で
、
そ
の
た
め
か
医
師
で
な
く
薬
剤
師

（
３
）

で
あ
っ
た
。
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
、
嫡
出
と
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
請
願
書
を
カ
ー
ル
五
世
に
提
出
し
、
一
五
三
一
年
十
月
に
カ

ー
ル
五
世
か
ら
嫡
出
と
認
定
さ
れ
、
こ
の
嫡
出
承
認
書
を
交
付
さ
れ
た
。
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
、
以
後
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
の
実
子
と
し
て
取

一
・
嫡
出
承
認
書
交
付
の
経
過
と
邦
訳
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［
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
、
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
に
よ
る
嫡
出
承
認
書
邦
訳
］

朕
は
出
席
者
お
よ
び
将
来
関
係
す
る
者
へ
次
の
こ
と
を
告
知
す
る
。

朕
は
愛
す
る
侍
者
・
薬
剤
師
で
あ
る
ア
ン
ド
リ
ス
・
ヴ
ェ
ザ
ル
か
ら
の
つ
つ
ま
し
い
請
願
書
を
受
け
取
っ
た
。
彼
は
エ
ヴ
ラ
ー
ル
殿

の
庶
出
・
非
嫡
出
子
で
、
エ
ブ
ラ
ー
ル
殿
は
（
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
の
を
許
さ
れ
れ
ば
）
朕
の
思
い
出
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
、

朕
の
祖
父
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
皇
帝
の
医
師
、
顧
問
、
侍
医
で
あ
っ
た
。

ア
ン
ド
リ
ス
は
当
時
未
婚
の
前
述
の
エ
ヴ
ラ
ー
ル
医
師
と
マ
ル
グ
リ
ー
ト
・
ス
ウ
イ
ン
タ
ー
ズ
の
間
に
生
ま
れ
た
。
朕
は
請
願
者
が

非
常
に
正
直
で
、
礼
儀
正
し
く
、
話
し
て
楽
し
い
人
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
彼
は
朕
に
仕
え
朕
の
も
と
で
生
活
す
る
こ
と
を
望
ん
で

嫡
出
承
認
書
原
文
テ
キ
ス
文
末
》

詞
①
唱
巽
吊
・
①
自
己
く
①
貝
里
忌
日
〕
冒
冒
祇
旦
①
旨
○
彦
画
日
耳
①
。
①
ゆ
８
日
冒
閉
国
。
ぶ
い
零
い
ぎ
庖
匡
課
シ
胃
ご
く
困
口
①
困
四
望
煙
匡
日
①

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
読
を
試
み
た
。
第
一
○
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
は
著
者
が
訳
し

た
試
訳
を
提
示
し
た
が
、
座
長
小
林
晶
博
士
が
こ
の
原
文
テ
キ
ス
ト
に
ス
ペ
イ
ン
語
的
な
偏
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
試
訳
に

（
６
）

不
十
分
な
点
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
配
豈
ｇ
①
馨
里
閂
氏
と
協
力
し
て
新
た
な
訳
を
作
成
し
、
こ
れ
を
著
者
に
恵
与
さ
れ
た
。
こ
こ
で

は
小
林
博
士
の
許
可
を
得
て
両
氏
が
作
成
し
た
邦
訳
を
示
す
。
た
だ
し
一
五
三
一
年
を
「
帝
国
第
二
年
、
ス
ペ
イ
ン
・
二
つ
の
シ
チ
リ

ア
そ
の
他
の
支
配
地
に
お
け
る
第
一
六
年
」
と
し
た
点
は
、
泉
の
解
読
を
残
し
た
。

吾
削
）

ル
市
の
公
文
書
管
理
官
（
シ
月
冨
く
国
）
で
、
十
九
世
紀
の
終
わ
り
に
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
家
系
に
関
す
る
文
章
を
発
表
し
た
。
こ
こ
で

は
、
原
文
テ
キ
ス
ト
の
注
あ
る
い
は
文
献
出
所
を
そ
の
ま
ま
左
記
に
記
載
す
る
。

嫡
出
承
認
書
原
文
テ
キ
ス
ト
脚
注
》

ロ
巨
日
白
再
．
即
農
日
目
厨
隠
愚
巴
肩
昼
匡
＄
烏
．
言
も
農
．
あ
ゞ
鼻
．
９
吋
毒
営
篇
易
さ
ｐ
鼻
も
農
．
麗
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令
を
発
布
す
る
。

一
・
嫡
出
子
と
し
て
認
め
た
代
償
は
、
朕
の
も
と
で
今
後
も
侍
者
、
薬
剤
師
と
し
て
働
い
て
く
れ
れ
ば
、
一
切
求
め
な
い
。
朕
は
今

後
も
財
務
担
当
者
あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
の
慣
習
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
制
約
が
生
じ
れ
ば
、
そ
れ
を
免
除
す
る
。

朕
は
前
述
の
ア
ン
ド
リ
ス
に
い
か
な
る
損
害
も
与
え
た
く
な
い
の
で
、
こ
の
書
類
に
よ
っ
て
支
払
い
を
免
除
す
る
。
こ
こ
に
こ
の
命

い
る
。
彼
は
自
分
を
嫡
出
子
に
し
て
も
ら
っ
て
、
出
生
の
欠
陥
を
除
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
つ
つ
ま
し
く
請
願
し
て
い
る
。

朕
は
前
述
の
事
項
を
熟
慮
し
、
友
人
、
臣
下
の
者
、
財
務
大
臣
な
ど
に
意
見
を
徴
し
、
皇
帝
の
天
賦
の
問
題
と
し
て
、
あ
る
い
は
神

が
皇
帝
に
許
さ
れ
た
権
威
と
恩
赦
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
し
た
。
す
な
わ
ち

一
・
ア
ン
ド
リ
ス
を
嫡
出
子
と
す
る
。

一
．
朕
の
皇
帝
と
し
て
の
特
権
に
よ
っ
て
、
出
生
の
欠
陥
を
書
類
上
抹
消
す
る
。

一
・
嫡
出
子
と
し
て
次
の
権
利
を
与
え
る
。
１
．
近
親
者
が
同
意
し
、
第
三
者
が
既
に
こ
の
権
利
を
得
て
い
な
け
れ
ば
、
両
親
の
遺

産
の
相
続
、
２
．
得
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
得
ら
れ
る
財
産
の
所
有
者
で
あ
る
、
３
‐
僧
院
、
教
会
の
所
有
物
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
相
続
人
へ
の
遺
書
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
財
産
を
自
由
に
で
き
る
こ
と
、

一
・
社
会
的
位
置
、
称
号
を
取
り
、
責
任
を
持
つ
こ
と
を
命
じ
る
。
こ
の
場
合
、
世
俗
教
会
の
法
的
行
為
の
中
で
、
今
後
は
合
法
的

結
婚
後
の
子
で
あ
る
と
し
て
考
え
て
ゆ
く
こ
と
、
近
親
者
も
彼
の
死
後
、
正
当
な
嫡
出
子
と
考
え
て
相
続
す
る
こ
と
、
を
命
じ
る
。
ま

た
、
朕
お
よ
び
朕
の
後
継
者
は
将
来
に
亘
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
法
律
、
習
慣
、
す
な
わ
ち
私
生
児
の
財
産
は
皇
帝
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ

一
五
三
一
年
一
○
月
、
帝
一

リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
い
て
交
付
。

た
、
朕
お
よ
び
朕
の
後
継
者
は

る
よ
う
な
権
利
は
要
求
し
な
い
。

こ
の
書
類
の
折
り
目
の
上
に
「
皇
帝
に
よ
っ
て
」
と
書
か
れ
、
伝
目
四
○
三
と
サ
イ
ン
し
て
あ
る
。

一
五
三
一
年
一
○
月
、
帝
国
第
二
年
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
二
つ
の
シ
チ
リ
ア
、
そ
の
他
の
支
配
地
に
お
い
て
第
一
六
年
、
朕
の
都
ブ
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ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
祖
父
、
つ
ま
り
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
曽
祖
父
ョ
ハ
ネ
ス
は
、
一
四
○
○
年
代
早
期
に
出
生
。
医
師
で
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学

教
授
と
な
り
、
ま
た
父
ペ
ー
テ
ル
の
跡
を
つ
い
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
侍
医
と
な
り
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
シ
ャ
ル

邦
訳
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
嫡
出
承
認
書
の
主
な
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
は
、
こ
の
承
認
書
が
、
カ
ー
ル
五
世
の
宮
廷

に
お
け
る
奉
仕
を
続
け
た
い
と
い
う
理
由
で
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
が
カ
ー
ル
五
世
に
嫡
出
認
定
を
願
い
出
た
請
願
書
に
応
え
た
も
の
で
あ

る
こ
と
。
第
二
は
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
庶
出
を
明
記
し
た
上
で
、
恩
典
に
よ
っ
て
嫡
出
と
認
め
る
と
し
た
こ
と
。
第
三
に
、
ア
ン
ド
リ

エ
ス
に
両
親
の
地
位
と
財
産
の
継
承
・
相
続
権
を
認
め
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
後
継
者
が
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
地
位

と
財
産
を
継
承
・
相
続
で
き
る
と
し
た
こ
と
。
第
五
は
、
こ
の
嫡
出
承
認
書
の
交
付
に
対
し
て
宮
廷
の
側
か
ら
対
価
を
求
め
る
こ
と
の

否
定
、
で
あ
る
。

文
中
、
帝
国
第
二
年
は
一
五
三
○
年
の
ポ
ロ
ー
ニ
ア
に
お
け
る
皇
帝
戴
冠
か
ら
、
第
一
六
年
は
一
五
一
六
年
の
母
方
の
祖
父
ア
ラ
ゴ

ン
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
死
去
に
よ
る
王
位
継
承
か
ら
起
算
し
て
い
る
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
就
任
は
、
選
帝
侯
会
議
に
よ
る
選
出
、
ア

（
７
）
（
８
）

－
ヘ
ン
に
お
け
る
戴
冠
、
ロ
ー
マ
に
お
け
る
ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
る
戴
冠
、
の
三
段
階
に
よ
る
が
、
カ
ー
ル
五
世
は
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
マ
の

略
奪
（
一
五
二
七
年
）
の
た
め
ロ
ー
マ
で
戴
冠
で
き
ず
、
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
に
よ
っ
て
ボ
ロ
ー
ニ
ア
で
戴
冠
し
た
。
ま
た
カ
ー
ル

五
世
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
か
ら
シ
チ
リ
ア
を
含
む
ア
ラ
ゴ
ン
・
カ
タ
ル
ー
ニ
ア
連
合
王
国
の
支
配
権
と
、
祖
母
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
女
王
イ

（
９
）
‐
（
Ⅲ
）

サ
ベ
ル
が
死
去
に
際
し
て
夫
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
に
委
譲
し
た
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
王
国
の
支
配
権
と
を
受
け
継
い
だ
。
二
つ
の
シ
チ
リ
ア

ｅ
①
匡
闇
睦
昌
の
⑫
）
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
小
林
晶
博
士
は
シ
チ
リ
ア
王
国
、
南
イ
タ
リ
ア
王
国
（
ナ
ポ

（
６
）

リ
王
国
）
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

二
．
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
と
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
経
歴
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エ
ラ
ル
ト
は
結
婚
せ
ず
、
マ
ー
ガ
Ｌ

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
母
イ
サ
ベ
ル

ズ
と
混
同
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
は
、
一
四
八
五
年
に
三
六
歳
で
死
去
し
た
と
い
わ
れ
る
の
で
、
出
生
は
一
四
四
九
年
ご
ろ
に
な
る
。
や
は
り
医
師
で
、

（
３
）
（
腿
）

父
の
跡
を
つ
い
で
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
の
侍
医
に
な
り
、
妻
マ
リ
ー
、
長
男
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
長
女
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
侍
医
も
勤
め
た
。
フ

ィ
リ
ッ
プ
は
一
四
七
八
年
誕
生
、
一
四
九
六
年
結
婚
、
一
五
○
六
年
に
死
去
。
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
一
四
八
○
年
に
出
生
、
一
五
○
六
年

（
９
）
（
脂
）

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督
、
一
五
一
六
年
辞
任
、
一
五
三
○
年
死
去
。
前
記
の
各
君
主
の
経
歴
か
ら
す
る
と
、
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
に
先
立
っ

て
死
去
し
た
の
は
マ
リ
ー
の
み
で
あ
る
。
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
が
亡
く
な
っ
て
後
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
一
家
に
は
医
師
が
い
な
か
っ
た
の
で
、

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
ま
で
侍
医
と
な
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
母
親
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
（
邦
訳
》
マ
ル
グ
リ
ー
ト
）
・
ス
ウ
ィ
ン
タ
ー
ズ
は
、
名
前
か
ら
見
る
と
英
国
人
と
思
わ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
女
性
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
の
家
庭
生
活
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
な
い
。
オ
マ
リ
ー
は
、
エ
ヴ
エ

（
吃
）

ラ
ル
ト
の
職
歴
や
兄
弟
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
が
、
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
の
家
庭
に
つ
い
て
は
記
載
し
て
い
な
い
。
君
画
昌
①
厨
の
論
文
を
見

て
い
る
と
思
わ
れ
る
オ
マ
リ
ー
、
バ
ロ
ン
両
者
と
も
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
の
家
庭
生
活
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
エ
ヴ

ェ
ラ
ル
ト
は
結
婚
せ
ず
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ス
ウ
イ
ン
タ
ー
ズ
は
内
縁
の
妻
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
母
イ
サ
ベ
ル
・
ク
ラ
ッ
ベ
を
英
国
人
と
し
た
文
献
が
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ス
ウ
ィ
ン
タ
ー

エ
ス
の
父
、
す
一

は
順
当
で
あ
る
。

（
３
）
（
吃
）

、
３
｛

ル
突
進
公
、
マ
リ
ー
の
侍
医
も
勤
め
た
。
シ
ャ
ル
ル
突
進
公
は
一
四
三
三
年
に
誕
生
、
一
四
七
七
年
に
死
去
。
マ
リ
ー
は
一
四
五
七
年
に

（
脚
）
‐
（
喝
）

誕
生
、
一
四
七
七
年
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
と
結
婚
、
一
四
八
二
年
に
死
去
。
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
は
一
四
五
九
年
に
誕
生
、
一
五
一
九
年
に

死
去
。
従
っ
て
一
四
七
六
年
に
死
去
し
た
ョ
ハ
ネ
ス
は
、
侍
医
と
し
て
仕
え
た
君
主
た
ち
よ
り
早
く
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ヨ
ハ
ネ
ス
は
、
二
回
結
婚
し
た
。
最
初
の
妻
は
マ
チ
ル
ダ
・
フ
ァ
ン
・
エ
リ
ヅ
ク
で
、
四
人
の
子
供
が
生
ま
れ
、
長
男
が
ア
ン
ド
リ

（
３
）

エ
ス
の
父
、
す
な
わ
ち
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
祖
父
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
が
ヨ
ハ
ネ
ス
の
跡
を
継
い
だ
の



日本医史学雑誌第52巻第2号（2㈹6）299

嫡
出
承
認
書
で
は
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
父
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
の
地
位
と
財
産
の
継
承
・
相
続
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
地
位
の
継

承
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
家
を
継
ぐ
」
こ
と
を
示
す
。
ア
ン
ド
リ
エ
ス
が
そ
の
よ
う
な
立
場
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
く

な
く
と
も
嫡
出
承
認
書
交
付
の
時
点
で
、
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
に
地
位
を
継
承
す
べ
き
実
子
が
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
し
た
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
庶
子
と
い
う
身
分
で
は
あ
る
も
の
の
、
実
質
上
は
エ
ヴ
ェ
ラ

ル
ト
の
後
継
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
公
に
嫡
出
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

ヴ
エ
サ
リ
ウ
ス
の
父
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
、
一
四
七
九
年
ご
ろ
、
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
を
父
と
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ス
ウ
ィ
ン
タ
ー
ズ
を
母

（
３
）

と
し
て
出
生
、
薬
剤
師
と
な
り
、
イ
サ
ベ
ル
・
ク
ラ
ッ
ベ
と
結
婚
。
一
五
一
四
年
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
生
ま
れ
た
。
バ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、

こ
の
こ
ろ
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
宮
廷
薬
剤
師
で
あ
っ
た
と
い
う
。
後
に
カ
ー
ル
五
世
の
宮
廷
薬
剤
師
と
な
り
、
一

五
一
七
年
、
カ
ー
ル
五
世
の
初
め
て
の
ス
ペ
イ
ン
入
り
に
随
行
。
一
五
三
八
年
、
カ
ー
ル
五
世
が
ニ
ー
ス
へ
赴
い
た
と
き
に
も
随
行
。

（
脇
）

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
出
版
さ
れ
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
解
剖
学
図
譜
」
を
カ
ー
ル
五
世
に
献
上
し
た
。
一
五
四
三
年
に
死
去
。

（
４
）

カ
ー
ル
五
世
の
宮
廷
に
お
け
る
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
地
位
に
つ
い
て
、
嫡
出
承
認
書
で
は
“
く
且
２
号
。
ｇ
日
耳
①
ｇ
ｇ
ｇ
胃
昌
の
割
と
、

（
汀
）

ヴ
エ
サ
リ
ウ
ス
の
宮
中
伯
認
可
状
で
は
ゞ
呂
亘
２
房
２
９
胃
ョ
煙
凰
の
昏
蔑
と
な
っ
て
い
る
。
く
胃
冒
言
里
９
号
、
富
日
冨
の
は
、
邦

訳
で
は
「
侍
者
」
と
し
た
が
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
語
の
辞
書
で
は
「
召
使
」
と
な
っ
て
い
る
。
呂
巨
２
房
の
も
と
の
言
葉
目
豆
呂
胃
旨
の

（
鵬
）
（
旧
）

の
意
味
は
、
近
侍
、
従
者
、
の
閂
ぐ
画
昌
呉
吾
①
す
＆
。
冨
冒
冨
吋
で
あ
る
。
オ
マ
リ
ー
邦
訳
で
は
給
仕
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
う
少
し
上

の
地
位
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
薬
剤
師
を
兼
ね
た
下
級
侍
従
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
医
師
・
顧
問
官
・
侍
医
と
さ
れ
た
そ
の
父
エ
ヴ

ェ
ラ
ル
ト
に
比
べ
て
、
低
い
地
位
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
の
庶
子
で
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
地
位
に

甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
請
願
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
父
エ
ヴ
ェ
ラ
ル
ト
は
一
四
八
五
年
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
六
歳
ご
ろ
に
父
を
失
っ

か
と
思
わ
れ
る
。
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た
こ
と
に
な
り
、
仮
に
庶
子
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
生
活
は
楽
で
な
か
っ
た
ろ
う
。
ア
ン
ド
リ
エ
ス
が
医
師
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
、

あ
る
い
は
父
の
早
世
に
関
連
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
一
五
三
一
年
一
○
月
と
い
う
嫡
出
承
認
書
の
日
付
に
注
目
し
た
い
。
ア
ン
ド
リ
エ
ス
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
宮
廷
に
入
っ
た

（
Ⅳ
）

日
時
は
確
実
で
な
い
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
宮
中
伯
認
可
状
に
は
、
「
ア
ン
ド
リ
エ
ス
が
三
○
年
以
上
も
言
胃
四
国
四
目
国
昌
弓
の
）
、
侍

者
お
よ
び
薬
剤
師
で
あ
っ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
換
算
す
る
と
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
一
五
四
三
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

勤
務
を
始
め
た
の
が
一
五
○
四
年
か
ら
一
五
一
三
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
カ
ー
ル
五
世
の
父
フ
ィ
リ
ッ
プ
美
公
が
死
去
し
、
マ

（
隔
）

ル
ガ
レ
ー
テ
が
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督
の
地
位
に
つ
い
た
の
は
一
五
○
六
年
で
あ
る
。
ど
の
文
献
に
も
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
が
フ
ィ
リ
ッ

プ
美
公
の
宮
廷
薬
剤
師
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
も
の
が
な
い
の
で
、
宮
廷
に
入
っ
た
の
が
一
五
○
六
年
以
降
か
、
あ
る
い
は
最
初
皇
帝

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ヅ
ク
の
宮
廷
に
勤
務
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
前
者
と
す
る
な
ら
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
宮
廷
薬

剤
師
で
あ
っ
た
と
い
う
記
載
は
、
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
い
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
を
訪
れ
た
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
に
も
仕
え
た
も
の
と
考
え
ら

（
脳
）

れ
る
。
オ
マ
リ
ー
は
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
の
名
を
出
さ
ず
、
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
と
カ
ー
ル
五
世
の
宮
廷
薬
剤
師
と
し
て
い
る
。
ま
た
後
者

と
す
る
な
ら
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
二
五
歳
ご
ろ
か
ら
宮
廷
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
侍
者
お
よ
び
薬
剤
師
と
い
う
職
務
か
ら
は

や
や
若
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
宮
廷
勤
務
中
に
薬
剤
師
と
し
て
の
徒
弟
修
業
を
行
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
否
定
は
で
き
な
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
バ
ロ
ン
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
生
ま
れ
た
一
五
一
四
年
に
は
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
宮
廷
に
仕
え

（
３
）

て
い
た
と
し
て
い
る
。
カ
ー
ル
五
世
が
始
め
て
ス
ペ
イ
ン
入
り
し
た
一
五
一
七
年
に
は
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
カ
ー
ル
五
世
に
随
行
し
た
。

従
っ
て
宮
廷
勤
務
の
開
始
か
ら
嫡
出
承
認
ま
で
少
な
く
と
も
一
七
年
乃
至
一
四
年
の
間
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
な
に
か
理
由
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
宮
廷
勤
務
開
始
早
々
、
こ
の
よ
う
な
請
願
を
行
い
得
な
い
こ
と
は
当
然
だ
が
、
宮
廷
に
あ
る
程
度
受
け
入

れ
ら
れ
た
後
で
も
、
こ
の
よ
う
な
請
願
を
行
う
に
は
、
な
ん
ら
か
の
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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（
吃
）

こ
の
嫡
出
承
認
書
が
下
付
さ
れ
た
一
五
三
一
年
に
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
一
七
歳
で
、
前
年
に
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
に
入
学
し
て
い
た
・

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
上
に
は
長
男
ニ
コ
ラ
ス
が
い
た
が
、
ア
ン
ド
リ
エ
ス
は
こ
れ
ま
で
の
成
績
か
ら
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
卓
越
し
た
才
能
を

認
め
、
将
来
自
分
の
地
位
を
継
が
せ
た
い
と
こ
の
請
願
を
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
医
学
史
上
の
貢
献
が
あ
ま
り
に
も
偉
大
で
あ
る
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
時
代
の
生
活
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
来

た
。
し
か
し
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
解
剖
学
に
専
念
し
た
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
時
代
は
約
七
年
で
あ
る
の
に
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
で
は
二
○
年
の
歳

月
を
送
っ
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
人
生
進
路
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
お
け
る
期
間
の
方
が
重
要
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
世
襲
職
一
家
の
一
人
と
し
て
選
び
取
っ
た
進
路
で
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
解
剖
学
者
と
し
て
で
は
な
く
医

師
と
し
て
生
き
た
道
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
嫡
出
承
認
書
の
中
で
ア
ン
ド
リ
エ
ス
の
後
継
者
が
そ
の
地
位
を
継
ぐ
こ
と
を
承
認
さ
れ
た

こ
と
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
世
襲
職
一
家
の
一
員
と
し
て
生
き
る
と
い
う
立
場
が
固
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
き
れ
る
。

坂
井
建
雄
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
カ
ー
ル
五
世
の
死
後
、
一
旦
年
金
な
ど
を
受
け
、
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
懇
請
に
よ
っ
て
再
び
侍
医
の

（
訓
）

職
に
就
い
た
と
し
て
い
る
が
、
も
し
そ
う
し
た
史
実
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
世
襲
職
と
い
い
な
が
ら
君
主
に
と
っ
て
も
廷
臣
に
と

っ
て
も
選
択
の
余
地
の
あ
る
、
余
裕
を
も
っ
た
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
承
認
書
の
言
語
に
つ
い
て
付
言
す
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
宮
中
伯
認
可
状
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
法
律
に
よ
る
正
式
の
任
命

で
あ
る
た
め
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
承
認
書
は
、
皇
帝
の
宮
廷
内
に
お
け
る
処
置
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語

四
．
嫡
出
承
認
書
の
言
語

三
．
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
経
歴
と
の
関
連
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（
別
）
（
鑓
）

で
書
か
れ
て
い
る
が
、
十
六
世
紀
の
中
期
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
語
と
異
な
っ
て
い
る
。
試
訳
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た

の
で
、
こ
こ
で
は
小
林
晶
博
士
に
よ
る
新
訳
を
示
し
た
。

（
認
）

山
本
文
彦
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
言
語
の
相
違
を
国
制
の
理
解
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
、

第
一
次
ド
イ
ツ
帝
国
と
理
解
さ
れ
て
き
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
内
部
文
書
で
あ
る
嫡
出
承
認
書
が
、
ド
イ
ツ
語
で
な
く
フ
ラ
ン
ス
語
で

書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

謝
辞
叩
嫡
出
垂

氏
に
深
謝
す
る
。

（
６
）
小
林
晶
叩
私
信

（
７
）
ピ
ー
タ
ー
。
Ｈ

（
８
）
菊
池
良
生
「
神

参
考
文
献
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）
泉
彪
之
助
「
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
（
抄
録
と
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
五
○
巻
一
号
、
四
○
’
四
一
頁
、
二
○
○
四

（
２
）
泉
彪
之
助
「
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
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『
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本
医
史
学
雑
誌
」
五
○
巻
四
号
、
五
九
一
’
六
一
六
頁
、
二
○
○
四

（
３
）
旨
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闇
『
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閉
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鼠
且
①
輿
シ
且
忌
め
く
①
の
農
。
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普
く
国
煙
昌
○
耳
画
（
ア
ン
ド
レ
ァ
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
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の
生
涯
と
業
績
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９
房
①
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Ｒ
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９
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①
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．
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３
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５
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画
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①
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シ
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叩
Ｃ
匡
里
ｇ
①
切
冒
○
厨
の
胃
シ
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く
傍
巴
①
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富
の
日
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胃
の
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胃
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ｐ
胃
の
．
弓
ち
く
も
持
隠
．
卑
巨
の
⑦
厨
の
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届
麗
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骨
８
９
国
胃
曾
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こ
の
論
文
の
要
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平
成
一
七
年
六
月
、
第
一
○
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
発
表
し
た
）

亜
嫡
出
承
認
書
邦
訳
を
恵
与
さ
れ
、
種
々
ご
指
導
い
た
だ
い
た
小
林
晶
博
士
、
邦
訳
作
成
に
協
力
き
れ
た
厚
崖
ｇ
①
辱
め
房
嵩

Ｈ
・
ウ
ィ
ル
ス
ン
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、
山
本
文
彦
訳
「
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
一
四
九
五
’
一
八
○
六
」
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
二
○
○
五

「
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
』
、
講
談
社
現
代
新
書
、
二
○
○
三



日本医史学雑誌第52巻第2号（2㈹6）303

（
９
）
江
村
洋
「
カ
ー
ル
五
世
、
中
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の
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光
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東
京
書
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Ⅱ
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新
書
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○
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）
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、
坂
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建
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ブ
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五
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○
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、
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公
国
の
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公
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、
国
書
刊
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会
、
東
京
、
二
○
○
○
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月
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具
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崗
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妙
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国
司
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媚
研
ゐ
つ
ロ
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曾
両
函
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迂
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、
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国
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朗
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の
．
９
日
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哩
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洋
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中
世
最
後
の
騎
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皇
帝
マ
ク
シ
ミ
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ァ
ン
一
世
伝
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中
央
公
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社
、
東
京
、
一
九
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七
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略
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ァ
ブ
リ
カ
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序
文
に
よ
る
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且
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の
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の
切
煙
冒
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冒
吾
の
司
号
号
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匡
胃
塵
匡
日
画
邑
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号
↓
画
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鼻
禺
弓
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国
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昌
①
の
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目
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円
三
四
鴇
ゞ
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弓
豊
里
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ご
言
甸
．
四
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三
・
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日
日
自
習
匡
耐
三
眉
酌
自
甸
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月
房
８
．
乞
麗
、
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昌
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写
登
頁
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）
文
献
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３
）
二
七
五
’
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○
頁
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田
中
秀
央
編
『
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究
社
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京
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一
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閏
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詞
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．
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．
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．
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○
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昌
旨
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ご
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雷
○
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国
ご
曾
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さ
＆
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ｇ
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（
釦
）
坂
井
建
雄
「
謎
の
解
剖
学
者
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
」
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
一
九
九
九

（
劃
）
町
田
健
「
フ
ラ
ン
ス
語
の
歴
史
」
、
「
言
語
学
大
辞
典
、
第
三
巻
』
、
七
九
二
’
八
○
二
頁
、
三
省
堂
、
東
京
、
一
九
九
二

（
鰯
）
島
岡
茂
「
フ
ラ
ン
ス
語
の
歴
史
』
、
大
学
書
林
、
東
京
、
一
九
九
三

（
魂
）
山
本
文
彦
皿
文
献
（
７
）
二
九
頁
、
訳
注
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LegitimationofAndriesvanWesele,AndreasVesaliuJsFather,

bytheHolyRomanEmperorCharlestheFifth

HyonosukelZUMI

AndriesvanWesele,AndreasVesalius'sfatherandacourtpharmacistoftheHolyRoman

EmperorCharlesthefifth,wasanillegitimatesonofEverardvanWesele,acourtphysicianof

theHapsburgs.Intheyearofl531,AndrieswaslegitimatedbytheEmperor.Thelegitimation

letterwaswritteninFrench.Theauthortriedtotranslateandanalyzetheletter.

Bythislegitimation,notonlyAndrieshimselfwaslegitimatedbutalsohissuccessorswere

approvedtosucceedAndries.Bythisletter,AndreasVesaliusobtainedhispositionasa

hereditarymemberofafamilyservingthecourtoftheHapsburgs,andasaresult,hestarted

hiscareerasaphysicianofthecourt.


